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（2）Hubbard模型   
a）Lifle graPh上のHubbar模型［講演1．15］  
この模型では基底状態が強磁性状態であり、金属強磁性を与えうる模型として知られ  
ている。この系の強相関極限における帯磁率を高温展開で9次まで求め強磁性発現の条  


















－48ル   
b）重いフェルミオンの理論の電気伝導への応用［講演7］  
重いf電子のs伝導電子の散乱による電気抵抗を計算し、それがs電子のf電子の散   
乱による電気抵抗より大きく、T＝0の近くでT2に比例し、T〉T。。hではTl．（g＋K） に比例し、   
T〉〉T＝hではT‾（g＋に】に比例することを示した。ここで、gは有効相互作用の結合定数で   
2川。β）2で与えられ、Eはg［1－（sinkFa／kFa）2］である（a：格子定数、kFとβ：S電子の   
フェルミ破数と状態密度、†。：S－fクーロン相互作用のs渡部分）。  















体であり、従来知られている強磁性相転移とは異なる新しい タイプの相転移の存在が期  
待されているが、その秩序相の特性などまだ解明されていない基本的な問題が山積して  
いる。我々は主に二つの理論模型、すなわち、相互作用が無限レンジである平均囁横型  
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